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１．はじめに 

 日本化学会中国四国支部は，子供たちに 

化学（理科）のおもしろさを体験してもらう

ことを目的とし，「おもしろワクワク化学の

世界」と題して中国四国地方にて化学に関す

る演示実験や展示を開催している。令和5年度

は徳島県において開催され，徳島大学大学院 

社会産業理工学研究部総合技術センターより

「スーパーボール」をテーマとしたブースを

出展した（図１）ので，その内容を報告する。 

２．イベント概要 

日程：令和 5 年 8 月 26 日(土)～27 日(日)

      第 1 部 10:00－11:30，第 2 部 13:00－14:30， 

第 3 部 15:00－16:30 （完全予約制） 

場所：あわぎんホール 大展示室（徳島市）

主催：公益社団法人日本化学会中国四国支部

対象者：小学生以上

参加者：974 名（会場全体，保護者含む） 

図１ イベントチラシ及びスーパーボール完成品 

３．実験概要 

スーパーボールは，主に合成ゴム（ポリブ

タジエン）でできた，よく弾むボールである。

昭和40年頃にアメリカ合衆国で開発され [1]

大ヒットし，日本にも上陸したと言われてい

る。今回は，身近で簡単に入手できる「PVA

洗濯のり」と「食塩」を用い，スーパーボー

ルを手作りする化学実験の実施を試みた。

洗濯のりに含まれるPVA（ポリビニルアル

コール）は水溶性プラスチックであり，ひも

状の構造を有している。洗濯のりがトロトロ

としているのは，PVAと水がよく馴染んでい

るためである。ここに食塩を加えると，PVA

より水を引き付ける力の強い食塩がPVAのま

わりの水を奪う。そのため，スーパーボール

のもととなるPVAの塊のみを取り出すことが

できる。この現象を「塩析」と呼ぶ。会場で

は，塩析に関して簡単な図[2]を用いて説明し

たポスター（図２）を掲示した。

図２ 説明用ポスター

-37-



４．実験手順 

 限られた時間の中ではあったが，説明も交

えながら下記手順[3]で実験を進めた。都合上，

手順①②は職員が予め準備し，③以降につい

て参加者に体験してもらった。なお，食塩水

等で汚れるため，すべての操作においてビニ

ール手袋の着用をお願いした。

① 食塩90 gを天びんで量り取り，漏斗を用いて空

の500 mLペットボトルに入れる。

② ①のペットボトルに半分（250 mL）程度の水を

入れ，蓋をしてよく振る（飽和食塩水）。

③ プラスチックコップの底から1 cm（予め黒い線

を引いておく）までPVA洗濯のりを加える。

④ ③に好きな色のラメパウダーを入れて，竹串で

混ぜる。

⑤ ①の飽和食塩水を④のコップの半分程度まで

入れ，30秒～1分間程度待つ。

⑥ 析出したスーパーボールのもと（PVAの塊）を

プラスチックスプーンで取り出す。

⑦ ⑥を軽く絞って丸め，キッチンペーパーで水を

しっかり拭き取る。

⑧ ⑦をおにぎりメーカーに入れてよく振り，綺麗

に丸める。

⑨ ドライヤーで乾燥させる。

５．実験の様子 

スーパーボールは子供たちにとって馴染み

があり，比較的分かりやすいテーマであった

ことから，どの時間帯も常に行列ができるほ

ど盛況であった（図３）。

はじめに，PVA洗濯のりや飽和食塩水につ

いてできる限り簡単な言葉で説明をすると，

多くの参加者は頷きながら耳を傾けていた。

また，鮮やかな24色のラメパウダーを前に，

目を輝かせながらどの色にするか悩む様子が

伺えた。PVA洗濯のりからスーパーボールの

もとを取り出す場面では，スライムのような

手触りに驚いたり，慎重に丸めたりする姿が

見られた。より丸く表面に艶が出るようにお

にぎりメーカーに入れて振る作業を盛り込ん

だことや，持ち帰り用にお祭り感漂う金魚袋

を採用したことで，参加者により楽しい雰囲

気を味わってもらえたのではないかと考えて

図３ 会場の様子

６．おわりに 

 会場では子供たちの笑顔が多く見られ，盛

況のうちにイベントを終えることができた。

一方で，予想以上に行列ができてしまい，ス

タッフの負担が大きいと感じる場面が見受け

られた。今後，もし同テーマで出展する機会

があれば，スタッフ増員や人員配置の見直し，

材料を効率的に提供するための動線の工夫等

を検討していきたい。
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